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２．育苗
田植えの前に、ある程度の大きさまで苗を育てておきます

（これを育
いくびょう

苗と言います）。一般的には30cm×60cmの育苗
箱で、稲のもととなる種

たねもみ

籾から苗を育てます。種籾は前年に
自分の家で収穫したものを使ったり、購入したりします。昔
は自家製の種籾を使うのが一般的でしたが、近頃では種籾を
専門に作っている農家もいます。
このように今日では育苗によって生長した苗を田植えする

のが普通ですが、育苗を行わずに田んぼに直
じかまき

播するという方
法もあります。ただこの場合、鳥などの外敵に種籾を狙われ
やすく、その対策が必要になります。

１．本田の準備
簡単に言うと、田植えの前に田んぼを耕したり、肥料を入

れたり、水を入れたりすることです。機械化がすすんだこと
で、この工程は以前よりも大分簡単に済むようになりました。
昔であれば１ヶ月以上かかって作業していたようなことが、
今では１週間もあればできてしまいます。

▼

田
ん
ぼ
を
耕
す
ト
ラ
ク
タ
ー

（
右
）
で
す
。
後
ろ
に
つ
い
て

い
る
刃
（
左
）
が
回
転
し
て
、

土
を
か
き
お
こ
し
ま
す
。

―番外．お米を知ろう―

―お米の呼び方―

一口にお米と言っても、収穫してから精白米になるまでに色々
と呼び方が変わっていきます。ここでは簡単にその違いを紹介し
ます。

―お米の保存法―

玄米は油脂の多い胚芽があるので、酸敗を防ぐために冷
蔵庫に保管しなければなりません。そしてにおいの吸収を
防ぐために、密閉容器に保管するようにしましょう。
精白米は害虫がつかないように、冷涼で乾燥した場所に

保管しましょう。箱に入った未開封の精白米は約１年間保
存できます。
調理した米は腐敗しやすいですが、冷凍させることで６

～８ヶ月間保存できます。

―お米の栄養―

健康に必要な三大栄養素（Ｐ＝たんぱく質、Ｆ＝脂質、Ｃ＝炭水化物）のバラン
ス、いわゆるＰＦＣバランスは、お米を主食としている日本食が世界最良といわれ
ています。
お米の消費量が減少している今だからこそ、国産のお米をたくさん食べるように

したいですね！

▼

田
植
え
機
で
す
。
苗
を
セ
ッ

ト
す
る
と
自
動
で
植
え
て
く

れ
ま
す
。

この記事の執筆に当たっては農　家の渡辺さんに多大なご協力をい

ただきました。新米も本格的に出　回るこの時期、日本人にとって最

も親しみがあり、栄養的にもすば　らしいお米を食べましょう！

みなさんにお米について関心を持っていただくために、ここではお米の栄養、

種類、保存法について紹介したいと思います。 米作り

①　もみ （収穫したときのお米はこの状態）

②　玄米 （①をもみすりして②になる）

③　胚芽米 （②を精米機にかけてぬかを取ったもの）

④　精白米 （③をさらに精米機にかけて胚芽を取ったもの）

クラスからもはみ出しているので、コレ以上はみ出せません（泣）（＞＜） （工・２　ヤワラマン）
⇒ぼくは自分のクラスメイトの名前を１人も知りません。 （きっとぼくよりはましですよ；編）
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３．田植え
苗が生長したら、田んぼに植えます。近

頃では田植え機を使って行うのが一般的に
なっています。この作業も昔は何日もかか
りましたが、今では１日で済ませてしまう
ことも可能です。
田植えの後はふたたび田んぼに水を入れ

て、苗に根を張らせます。稲が根付いてか
らは、田んぼの管理が重要になっていきま
す。

４．本田管理

①水管理

田んぼに水を入れたり落としたりします。田んぼに水を入れすぎると根が
腐ってしまいますし、逆に水が少ないと稲が枯れてしまいます。天候も考慮し
ながらの作業で、経験がものをいいます。
②施

せ ひ

肥・追
ついひ

肥

肥料を入れることです。昔は土手の草を刈って肥料にするということを行っ
ていましたが、近頃は化学肥料がよく使われます。ただ肥料をたくさん与えれ
ば良いというのではありません。肥料のやり過ぎに注意して、適当な量を与え
ることが重要です。
③除草・病害虫対策

これをしっかり行わないと、雑草に養分を奪われて稲が順調に生長しなかっ
たり、病気になったりします。昔は人の手で何度も草刈りをしていましたが、
今では除草剤を用います。病害虫は農薬によって防ぎます。
④災害対策

地域によっては特定の天災（台風・動物など）に備えた対策を行っています。

▲ライスセンターです。農家が収穫したお

米をここへ持っていくと、それからの作

業をまとめて行ってくれます。

▲イノシシ対策の電柵と注意の看板です。

田んぼの周りに電気が流れる柵を張り巡

らして、イノシシの侵入を防ぎます。

５．収穫
近頃はコンバイン（左写真参照）を使っ

て一気に収穫します。収穫したお米はす
ぐに乾燥しなければなりません。乾燥は
各農家で行うよりも、収穫したもみをそ
のままライスセンターへ運んで共同で行
うケースが増えてきました。
昔は冬の間に米俵作りなどの労働があ

りましたが、今日ではそういったことは
ほとんど行いません。春から秋の労働だ
けで事足りるようになったのです。

▲収穫に使うコンバインです。前について

いる刃で稲を刈り取り、脱穀までを一度

にやってしまいます。

▲この記事に関して大変お世話になった渡辺さ

んです。稲作だけにとどまらず、農業全般の

ことを熱く語っていただきました。

この記事の執筆に当たっては農　家の渡辺さんに多大なご協力をい

ただきました。新米も本格的に出　回るこの時期、日本人にとって最

も親しみがあり、栄養的にもすば　らしいお米を食べましょう！

ここでは田植え後に行う様々な作業を４つに分けて紹介します。

の真実
▼

稲
の
天
敵
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
で
す
。
稲
を
食
べ
て
し
ま

う
害
虫
で
す
。

まわりは男ばかり。何とかなんねーかな。 （理・１　あ）
⇒転学部をお勧めします。 （もしくは他大学に編入するか；編）

（onion）


